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スルガトキシン 77)(和物結晶の構造 一関連記＇］J:本文612ベージー

上結晶水を除いて画いた投影構造

下．上図の穴に入る結局水のフレームワ ーク

（二つの図は互いに垂直な方向からの投影で）
示し，スケーノレは同じにしてある。
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く大学の動き〉

昭和60年度

共通第 1次学力試験の終了

昭和60年度大学入学者選抜共通第 1次学力試験

が，本広報陥283に掲載したとおり， 1月26日と

27日の両日に実施された。本学関係の受験状況

は，次のとおりであった。

試 験 場 ｜；志願省数欠席者数 J受験者数

人人人
ぷ郡大学 7, 314 366 6, 948 

川酬を｜二互I~I－~ 
；ト ！ 日 s8 I 384 I ,, 214 

昭和60年度入学者選抜学力試験

（第 2次学力検査）の実施計画

昭和60年度入学試験（第2次学力検査）は，次

のとおり実施する予定である。

1 第2次学力検査の期日等

l月日教科学 高 ｜ 時~.
一一 一 l , I午前 9ff:J30分

回現｜苧？ふ｜～u時”
出 問 ｜文 ・教育 ・ 午前91f<i3o分

3月4日｜ ！法・経済学部 一こ.!11時担分
（月） I ｜文 ・教育 ・｜午後 l時

｜ ｜法経問l～3時数学 ｜ ｜ 
｜理 ・医・薬・｜午後 lII；寺
｜工・農学部 ｜～311年30分

I I ｜午前9時30分
3月5円｜外国語 ｜全学部｜～11時30分

（火） I理 科空：医学ふ士私話分 1

2 募集人員及び入学試験場

学 部 I}}Mf人員
一一一『一一一一 名

文 午部

教 TiA字 郎

法’Y：部

経済学 gjl

理 学部

医学部

薬学部

工学部

政学部

200 

50 

350 

210 

281 

120 

80 

945 

300 

（計2,536) I 

試験場（予定）

教長部

文学 l~l

法学部 ・紙済学部

教 ft./m 
関肉文FP.苧院

佐え乍調：

:.i;li’・；：： rm 
［学 i市：

~·t 乍 rm

(vilUJ) 法学怖と経済学部の募集人民には，外国学校
出身者に対してすでに実施した選考試験の介俗
者16名と6名とが，それぞれ含まれてL、るの

3 志願票の受付げ

志願票は， 2月9日（土）から 2月15日（金）

までの聞に，各学部で受位する。

4 合格者の発表

合格者発表は， 3月18日（月）午後に行う。

~争耳目柄。00<:•。c<日時。0000<。。。担。〈民団Mシ＂＂＂＂由予Q

く紹 介〉

薬学部

無機薬化学講座

本講座は，医学部薬学科（昭和14年3月創設）

の第4番目の講座として，薬品分析化学，薬品製

造学，有機薬化学の各講座に続いて昭和15年l'2月

に開設された。当時国立大学薬学科の唯一の先例

であった東京帝国大学薬学科においては，薬化学

は単一の講座が担当していた。それにもかかわら

ず本学に薬化学系2講座が設置されたのは，この

分野の急速な発展の結果，本来の薬化学は有機化

学だけで穫に l講座分の内容を持つに至ったのに

加え，薬学における物理化学の研究教育会無機薬

化学講座に託して充実させようとの狙いがあった

ためで・ある。昭和38年，学部昇格に際して新たに

薬品物理化学講座が開設されるにおよび，本講座

はX線回折を専門の研究手段とし，教育面では物

理化学のうち分子構造に関する部分と電子計算機

の入門的講義を担当する特色ある講座として再出

発することとなった。当時国際的な学界の情勢

は，電子計算機の急速な発達にともなって複雑な

有機化合物の結晶解析が可能になってきていた

が，薬学部の研究体制は，この方針によりいちは

やく対応することができたのである。

以来，木講座はX線結晶構造解析のための実験

及び計算両面での開発工夫に多大の努力をはら

い，重原子法，求；象法，直接法と進歩する解析法

をつぎつぎに適用して，医薬品分子の作る分子化

合物，脂肪酸金属塩の混晶，糖類など生体関連有

機化合物及びその金属錯体約40種の結品構造を決

定し，結晶内の分子間相互作用に関する基礎的研

究に多くの成果をあげてきた。また本学部の有機

化学系諸講座において単怖されたヒガンバナアル

カロイド，ジテルベンなどを中心とする30種を超

える天然物分子の構造を決定するとと もに，他学

部，他大学との共同研究により，生理活性を有す

る重要な化合物の構造解析も活発におこなってき

た。なかでもスノレガトキシンは昭和40年に問題と

なった竣河汚産のパイ貝による中毒の原因物質と
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して，中毒予防の観点からもその構造解明が待た

れていたが，解析結果は結晶学的立場から見ても

きわめて興味深いものであった。表紙の図にその

7水和物結晶の分子配列を示す。表紙の上図の蜂

の巣状に並んだスルガト キシン分子（構造式は図

参照）のトンネルに，単位格子あたり28個もの結

晶水分子が表紙の下図のような水素結合のフレー

ムワークを作って紙面に垂直に入り込んだ構造は

毒素とはいいながら見事な造形美を示している。

昭和57年度にはコンピューター制御の4軸型ゴ

ニオメー ターを備えた単結品自動回折装置（写真）

が設置され，多数の反射強度を最適条件下で短時

間に精度良く測定できるようになったので，解析

の能率は格段に向上した。また従来は取扱うこと

のできなかった不安定物質の結晶や微小な結晶で

も解析できるよ うになった。今後は本装置の性能

を充分に・活用して，結晶内電子密度分布の精密決

定や熱振動異方性の解析を試みる予定である。

X線回折は単一物質の結晶構造解析のみならず

周期構造を持つ生体組織の微視的構造研究にも応

単結晶自動回折装置

怒

スルガトキシン C2sH2sNs01aBrの構造式

用される。本講座においても，昭和48年頃より小

角X線回折法を導入して神経ミエリン鞘などの生

体膜の構造研究を始めた。まず神経ミエリンの構

造に対する各種薬物の効果をとり上げ，電顕，電

気泳動，ESRを並用してタ ンパク質流動との関

連性を検討した。脊椎動物のうち魚類だけは新鮮

状態で神経の回折パタ ーンに異常を示すが，これ

は死後変化により生ずるものであることを見出

し，長い間の懸案を解決するとともに，暗乳類よ

り魚類に至る神経ミエリン膜の電子密度の系統的

変化を観察した。死後変化に見られる魚類の特性

は積層数の増大にともなう積層異常として電顕で

確認した。またその領域では膜内に存在する粒子

（おそらくタンパク質）が欠除していることも判

った。現在は，昭和59年度に工学部に設置された

超強力X線回折実験室の諸装置の利用と変形積層

のデータ処理法の開発により，老化，病的変化を

含めたより詳細な解析を進めている。

（薬学部）

，、柄、，、，、，、 ，、，，、r、，～，，、f、r‘／V•、；，，、，、 ，、，、，R ，，，、r、，、

己主｜
阪口 長男（教養部事務長）

2月4日逝ムー， 55議っl!fl有123年ft[:il科学術究所勤務，

日

32年学生部厚生課， 33年学生~. 38年同；＇＊第一教務掛
長， 45年厚生課課長補佐， 48年奈良女子大学理学部事務
長，53年原子炉実験所総務課長，56年工学部総務課長を
経て59年教E郎事務長に就任。 44年本学永年勤続者J<.彩
(20年勤続）， 55年文部省永年勤i死者表彰を受ける。

幸三r

""" 
(1985年1月1日～1月31日）

1月4日 新年名刺交換会

16日 l叫際交流委日会

22日『1平，;N会
23日 安全委員会

26日～2711 共通俗 l次学力試験
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28日 学位授与式
。中華人民共和国国務院視察団李治 団長

（教育部外事局長）外4名来学，総長及び関
係教官と懇談
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